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①里山保全
事業

里山の整備地約２haの里山再生、保全活動として、
毎週土曜日に会員が集まり、草刈、泥上げ、水まわ
し、散策路補修作業を実施。また、一般市民や企業
のボランティアを受け入れ、保全活動体験を通じた自
然学習の場を設けている。

②自然体験
教室事業

通年で整備している自然観察の里を活用して子ども
たちを対象とした自然体験教室を開催

2
「岩津松平氏輝きの600

年」推進懇話会
阿部 太郎

岩津城址整
備と維持

①岩津城址整備と維持に係る事業
②岩津城址整備ボランティア隊の構築
③岩津城址を起点、終点とする歴史自然散策の開発
④地域の地理、歴史についての調査研究活動

独立の立場で「岩津松平氏輝きの600年」について
研究評価広報を行い、岩津のあるべき姿について
問題を提起する。

岩津城址整備作業（竹・雑木の伐採）を役員活動、ボラ
ンティア活動で行うため、草刈鎌、ナタ、ノコギリ、ロープ
等の充実を図り、整備の効率を高める。

50,000 新規

3 岡崎星と遊ぶ会 神納 光 星空観望会

⑴広く一般市民を対象とした星空観望会を実施する。
⑵各地で行われる各種イベントに参加し星空観望会
を実施する。
⑶紙芝居風の星空案内で、誰にでも分かりやすく星
空の解説を行う。

本会は広く一般の人に星空に親しんでもらうことによ
り宇宙の広大さ、自然の美しさ、不思議さ、さらに地
球環境の大切さ等に興味を持ち、考えるきっかけを
提供することを目的とする。

コロナウイルス感染防止のため望遠鏡を覗くことができ
ないため望遠鏡に取り付けたカメラのライヴ映像をモニ
ターに投影し参加者に楽しんで観望してもらいたい。カ
メラ・パソコン等使用料と、会場・電源使用料および消耗
品・告知チラシ印刷代に役立てるため。

50,000 自立２回（Ｈ30・Ｒ1）

4 岡崎百景の会 竹本 佳恵
百景おでかけ

ツアー

おでかけツアーで岡崎百景に認定された景観を巡
り、地元の歴史や文化、景観、営みなどを学び地域
への愛着やほこりを醸成することを目的にSNSで発
信、周知する。

岡崎市が実施した「岡崎百景」がきっかけになって
生まれた団体で、知られざる地元の歴史や文化、景
観、営みなどを知ることで地域への愛着や誇りを醸
成することを目的とする。

ツアーを告知するためのチラシ印刷や、当日の資料の
印刷、感染症対策に役立てるため。

20,000 新規

岡崎市市民公益活動事業費補助金 交付決定事業一覧 （自立支援型）

自
立
支
援
型

1 自然観察の里を守る会 松﨑 良一
本会は里地里山の自然環境保全と、保全した里山
を活用した子どもたちを対象とした自然体験教室を
開催

整備地の保全活動のために必要な消耗品の購入、草
刈機や備中の修理費に補助金を活用

48,000 自立２回（Ｈ30・R1）
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岡崎市市民公益活動事業費補助金 交付決定事業一覧 (事業支援型）

140,000 新規

・「QURUWA戦略」上の一拠点である康生・シビコ西広
場において、仮設ステージでのパフォーマンス、フ
リーマーケット開催により、中心市街地の活性化を図
る。
・一般市民、子どもから高齢者、障がい者、外国人の
方々へコミュニティの場を提供し、交流を促進する。
・地域産品、市内福祉事業所などの紹介、販売機会
を設ける。

・岡崎市が進める中心市街地活性化施策
「QURUWA戦略」上にある康生・シビコ西広場。木立
のある公共空間を活用し、ステージパフォーマンス、
地域産品などの販売を展開する、現代版「楽市楽
座」。世代を超えるゆるやかな交流の場を設け、都
心のオアシスとして高齢者、障がい者、外国人を含
めた広い世代による新たな賑わいを創出し、地域社
会のコミュニティ向上を図ることによって、まちづくり
を推進することを目的とする。

・平成20年より10年以上行っている三土市を今後も継
続開催し、さらなる認知度向上を図るため。
・ステージに必要な音響機材、会場の雰囲気づくりのた
めの装飾等。
・地域の子どもたちを含めた市民との交流を深めるため
のチラシ制作。
・季節にちなんだ催事を開催するための備品等。

72,000 新規

8 岡崎おやこ劇場 池井 麻理
子育て支援
トライアル公

演

首都圏を中心に活動している「ロバの音楽座」の中世
ヨーロッパの古楽器を使ったミュージシャン５名の０～
３才児とその親を対象としたコンサート。
会場内を柔らかい空気が包み、ゆったりとリラックスし
た環境の中で、優しい時間を参加者のみなさんと作り
たいと思います。

定期的に開催する講座や交流会を増やすにあたり、会
場費やチラシの印刷費、外部講師に対する謝礼、各講
座や交流会で使用する消耗品などに役立てるため。

この会は、優れた児童文化を鑑賞し、その創造、普
及、発展のために努力し、それを通して子どもたち
の豊かな感受性、自主性、創造性を育み、健全な成
長をはかります。

私たちは、子どもたちの日常に優れた舞台芸術を届け
たいと1971年の設立以来50年間活動してきました。しか
し、コロナ禍により会場が使用できないなど、会の活動
の継続が困難な状況にあります。今回、新たに試みる
事業は乳児を対象としたコンサートです。子育てが始
まったばかりの若いお母さんたちが我が子と楽しい音
楽に触れることで日頃の孤独な子育てから解放され、
小さな命を育てていこうという希望になると考えます。そ
して、会の活動の素晴らしさを広め、自ら、人とつながろ
う、つながりたいとすることが大切なことと気づいていた
だけたらと思います。

200,000 新規③ママ講師支
援事業

交流会事業では以下の２つのイベントを行う。
「転入ママのおしゃべりサロン」
特に地元が岡崎市ではない養育者のママ友作りの手
伝いをしたり、岡崎での子育て情報提供を行う。
「ママの交流サロン＆ベビー用品譲渡会」
孤立しがちな未就園児の親たちと使わなくなったベ
ビー用品の譲渡を通して、養育者同士の交流や助け
合いの機運を高める。

③ママ講師支
援事業

子育てをしながら、教室運営をしたい・しているママを
共育サロンの講師として迎え、経験を積みながら自
立した教室運営が自主的にできるよう支援する。
2021年３月現在、３期生の３人のサポートを開始し、４
月から、10月までの７ヶ月間（うち８月は不開催）、月
１回の開催を支援する。12月には４期生のお披露目
をし、翌年１月から新たに開催を支援する予定。

本会は、社会の少子高齢化の進展に伴う、１人暮ら
しの高齢者の引きこもり問題解決に向けて、地域で
支え合う体制づくりの推進と併せて、歌唱健康療法
により地域居住の高齢者等の健康回復と増進を図
る。

・地域居住高齢者の歌謡祭開催に伴う施設や設備等の
使用料の負担。
・地域居住高齢者の歌謡祭開催に向けて講師を招いて
の歌唱指導実施時の講師料の負担。
・定期的に慰問活動時（老人ホーム等）の資料作成の
為、印刷用紙やインク代・コピー代等の諸費用の負担。
・コロナ対策としての手洗消毒液の購入費。

125,000
自立２回（Ｈ27・Ｈ

29）
・事業１回（R1）

6
共育サロン・まなびんパー

ク
尾竹 花保里

①外部講師
による共育サ
ロン事業

大人と子どもがともに学び育つイベントを「共育サロ
ン」と称し、開催する事業。このコロナ禍において、家
に籠りがちな養育者と未就園・未就学児に精神的リフ
レッシュを兼ねた、前向きになれる学びの場を提供す
る。
定期開催の共育サロンが１つある他、参加者の要望
などを聞きながら、学校の長期休暇の期間に不定期
に開催するものもある。

本会は、子育て・人育てに関する活動を行うことによ
り、岡崎市内の養育者が抱えがちな問題に地域コ
ミュニティ全体で自分ごととして取り組み「みんなで
まあるく子育て」することを目的とする。

事
業
支
援
型

5 歌唱健康増進会 佐藤 憲弘
高齢者、障害
者等健康維
持増事業

〇社会問題化しつつある少子高齢化の進展に伴う高
齢者の増加社会において、引きこもりを無くする活動
として歌謡祭への参加の呼びかけや見学来場等へ
の呼びかけを行う。
〇高齢者・障がい者等の施設への慰問訪問等によ
り、歌唱による健康回復増進活動につとめる。
（※施設等では音楽療法としてのカラオケを主体に
行っていく）

7 三土市倶楽部 野村 健治
音楽のつどい
inシビコ西広

場


